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主 な 記 事 
１ 平成２９年度 第２次旅団訓練検閲 
２ 協同転地演習 浜大樹揚陸訓練支援 
３ 旅団最先任上級曹長交代  
４ 市中パレード及び 
      美幌駐屯地創立６６周年記念行事 
５ 記念行事のお知らせ 
６ 輝 Ｄｉａｍｏｎｄ 
７ ほっと通信 
８ 自衛官等募集中！ 

積み上げてきた成果を遺憾なく発揮 
  ～平成２９年度 第２次旅団訓練検閲～ 

 第５旅団（旅団長 正木将補）は、７月７日(金)か
ら１１日(火)までの間、矢臼別演習場において、第５
戦車大隊及び第５高射特科中隊近ＳＡＭ小隊を受閲部
隊として、平成２９年度第２次旅団訓練検閲を実施し
ました。 隊容検査（第５戦車大隊） 

対空警戒（第５高射特科中隊） 

増強第５戦車大隊 戦闘予行 

遅滞戦闘（第５戦車大隊） 

対空戦闘（第５高射特科中隊） 敵方監視（第５戦車大隊） 

 検閲は、旅団の警戒部隊として独立的に行動する増強戦
車大隊及び戦車大隊に配属された近ＳＡＭ小隊という枠組
で実施され､｢状況に応ずる各級指揮官の状況判断や決心｣、
｢総合戦闘力を最大限に発揮するための幕僚活動｣､｢部隊の
基本的行動｣､｢隊員の基礎動作｣などについて評価しました｡ 
 戦車大隊は、優勢な第７師団の第１１戦闘団に対し、橋
梁(きょうりょう)の破壊や地雷などの設置による障害の構
成により、効果的に第１１戦闘団の前進を阻止するととも
に、戦車砲による不意急襲的な火力の発揮、装甲車等から
下車して前進する徒歩部隊に対する猛烈な連装銃射撃によ
り、敵の戦力を確実に減殺しつつ遅滞任務を達成し、旅団
主力の防御準備のための時間的余裕を獲得しました。 
 この間、近ＳＡＭ小隊は、戦車大隊の対空掩護を行い、
敵航空機の接近に際しては、対空警報を的確に伝達し、逐
次、戦車大隊の行動に応じて陣地変換を実施するなど、航
空機による戦車の損害を防ぐとともに、自らも健在するこ
とにより任務を達成しました。 
 各部隊は、それぞれの部隊長を核心として、士気旺盛に
して積極的に任務を遂行し、多くの教訓・成果を得て、本
検閲を終了しました。 
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 第５旅団は、７月２０日(木)帯広駐屯地において、
旅団最先任上級曹長の交代行事を実施しました。 
 第４代最先任上級曹長として平成２６年３月に上番
した武田准尉は、常に自らの目と耳と肌で部隊の実情
を確認し、適時適切な指導と部隊精強化のための基本
基礎・規律・躾の徹底を図るなど任務を全うしてきま
したが、この度、第５特科隊へ異動となり、１０月に
定年退官する予定です。 
 新最先任上級曹長 佐々木准尉は、第６普通科連隊
最先任上級曹長から着任し、『皆さんとともに、「大
海を知り足元を照らす意識改革」を実行し、精強な第
５旅団准曹士隊員の育成に努めていく所存です。』                    
と力強く今後の抱負を述べました。 

第５代 

  旅団最先任上級曹長紹介 

 ７月２０日付で旅団最先任上級曹長に着

任しました佐々木准尉です。 

 指揮官補佐者として、また、准曹士の最

上位者として「上意下達」「下意上達」を

具現すべく、軸足を部隊及び現場におき、

身を挺して指揮官を支える覚悟をもって職

務に精励し、第５旅団の精強化に邁進する

所存であります。よろしくお願いします。 

准陸尉 

 佐々木 和 博 

生年月：昭和43年12月 

出身地：美幌町 

趣 味：そば打ち 

好きな言葉 

 「一期一会」 

旅団最先任上級曹長交代 

● 
● 

● 

感謝の意を込め隊員に敬礼する 
第４代旅団最先任上級曹長 

旅団長(左)と握手を交わす 
第５代旅団最先任上級曹長 

協同転地演習 浜大樹揚陸訓練支援 
第４普通科連隊 

ＬＣＡＣが砂浜に揚陸 

装輪装甲車の卸下 

 第４普通科連隊(連隊長 佐藤１佐)は、７月５日 
(水)から１１日(火)までの間、協同転地演習の演練
項目の１つとして、第１０師団（司令部 守山）が
実施した浜大樹における揚陸訓練を支援しました。 
 連隊は、副連隊長(橋本２佐)を支援隊長として、
方面隊内の９個の部隊からなる支援隊を編成し、訓
練場内の警備等を実施しました。本訓練は、報道機
関、協力諸団体、地元自治体関係者、地域の皆様に
も公開され、実施日である９日(日)には、約４０名
の方が参加され、訓練部隊等に激励の声援を送って
いただきました。 
 今年度の実施部隊は、第３３普通科連隊(久居)基
幹の人員約８０名、７４式戦車２両を含む車両約 
２０両が参加し、シナリオに基づき数次に分けて、
エアクッション型揚陸艇(ＬＣＡＣ)から浜大樹へ揚
陸されました。今年は天候にも恵まれ、第１０師団
の訓練は計画通り実施されたため、予備日の１０日 
(月)は、第４普通科連隊が第３中隊を基幹とし、Ｌ
ＣＡＣ及びおおすみ型輸送艦への車両の積載・固定
及び揚陸訓練を実施し、海自との連携要領、揚陸行
動の手順・様相の確認など、多くの成果を得ること
ができました。 
 また、警備等の支援に関し、警察・海上保安庁・
自治体等関係機関と密接に協力し、支援任務を完遂
するとともに、警備訓練を通じた部隊及び個人の練
度向上を図りました。 



２０１７．７ ひ が し 北 海 道 だ よ り （３）第１６２号 

記 念 行 事 の お し ら せ 

 第５旅団創立１３周年 帯広駐屯地創設６６周年
記念行事が開催されます。 

日 時 平成２９年９月２日（土） 

         午前９時から午後３時まで 

場 所 帯広駐屯地（帯広市南町南７線３１番地） 

   様々な催しが盛りだくさんです！ 
詳しい内容は、第５旅団ホームページをご覧下
さい。皆様のお越しをお待ちしております！ 

 美幌駐屯地(司令 川村１佐)は、７月１５日(土)
美幌町内において市中パレードを、７月１７日(月)
美幌駐屯地において創立６６周年記念行事を挙行し
ました。 
 市中パレードは、美幌町をはじめ、警察、消防そ

の他多くの関係機関等の協力の下、２年ぶりに行わ
れました。町道１号(通称・桜通り)の約５５０ｍに
わたる区間を美幌駐屯地が装備する車両等６７両の
ほか、帯広駐屯地から第５化学防護隊の化学防護車､
第５飛行隊のヘリコプターが参加し、来賓や沿道に
つめかけた来場者を前に堂々とした観閲行進を披露

しました。  
 また、メイン会場である美幌消防署前では、第５
音楽隊(帯広)によるミニコンサートや駐屯地曹友会
によるちびっ子コーナーが催され、訪れた約1000名
の来場者を楽しませました。 

  
 創立記念行事は小雨が降る中、約2000名が来

場し、式典会場において堂々たる観閲行進、オ
ートバイドリルや公開訓練（模擬戦闘訓練）が
行われ、自衛隊の威容と日頃の訓練成果を披露
しました。 
 また、駐屯地曹友会が企画したちびっ子コー
ナーでは､子供達に人気のエアーすべり台､軽装
甲機動車等の体験試乗や模擬売店も出店され、
大人から子供まで１日中おおいに賑わい、来場
者とのふれあいを楽しみました。 

観閲行進（市中パレード） 

執行者 川村司令(市中ﾊﾟﾚｰﾄﾞ) 
音楽隊ミニコンサート 

(市中ﾊﾟﾚｰﾄﾞ) 

公開訓練（創立記念行事） 

市中パレード及び美幌駐屯地創立６６周年記念行事 
美 幌 駐 屯 地 
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第５旅団ホームページ 

第 ５ 旅 団   検 索  

各種イベントや部隊の紹介、過去の「ひがし北海道だより」など 

情報盛りだくさん！ ぜひ！クリックを！！ 

   第５旅団司令部 第３部   

    １尉 六本木 俊輔 

新たな家族と新たな決意 

 平成２９年６月１５日１５時頃、我が家に待
望の第１子である長女「唯鶴（ゆづる）」が誕
生しました。 

 逆子であったため、出産には時間を要しまし
たが、妻も唯鶴もよく頑張り、無事に産まれて
くることができたことに、心の底から安堵した
ことを今でも鮮明に覚えています。 

 今後は娘に対して胸を張って「お父さんの仕
事は、この国を守ることだ。」と言えるよう、 

より一層、職務に精励しようとこの胸に誓いま 

した。皆様、今後とも 

よろしくお願いします。 

Diamond 

 私は平成２９年７月１日付で３等陸曹と
なりました。陸曹となり「積極果敢に職務
に励む」ということと､「後輩の育成」とい
う二つの目標を掲げ初級陸曹として職務に
邁進したいと思います。そして私を陸曹の
道に導いてくれた中隊、先輩の方々への感
謝を忘れることなく、次は私が後輩を育て
ていけるよう頑張りたいと思います。一日
も早く部隊の原動力となれるよう日々精進
していきます。 
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